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［2面］中小企業のための「税務相談」を開始 ［3面］介護施設利用料の負担額軽減制度 ［4面］マンション管

理基礎セミナー ［5面］夏の健康づくり講座 ［7面］非常勤職員募集、都営住宅の入居者募集

今号の
主な内容

▲いきいきし続けるためには、今の状態を知ることが大切です。

判
定
結
果
と
日
常
生
活
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
記
載
し
た
結
果
票
︑
各
種
介
護

予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ご
案
内
を
郵
送

し
ま
す
︒

▢人
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
︑
平
成

年
�
月

日
現

26

31

在

歳
以
上
の
方

65

﹇
返
送
期
限
﹈
�
月

日
︵
金
︶

20

﹇
結
果
発
送
﹈
�

月
�

日
︵
水
︶
︵
予

定
︶

﹁
は
い
﹂﹁
い
い
え
﹂で
答
え
る
だ
け

運
動
︑
栄
養
︑
こ
こ
ろ
の
状

態
と
い
っ
た
日
常
生
活
を
自
力

で
営
む
う
え
で
必
要
な
要
素
を

も
と
に
︑
生
活
機
能
を
判
定
し

ま
す
︒
郵
送
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
の
簡
単
な
質
問
︵

項
目
︶

25

に
答
え
て
︑
返
送
期
限
ま
で
に

投
函
を
お
願
い
し
ま
す
︒
後
日
︑

約
�
割
の
方
が

﹁
生
活
機
能
の
低
下
あ
り
﹂

昨
年
度
は
約
�
万
人
の
方
か
ら
ご

回
答
を
い
た
だ
き
︑
こ
の
う
ち
介
護

予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対
象
﹁
生
活
機

能
の
低
下
あ
り
﹂
と
判
定
さ
れ
た
方

は
�
�
︑
�
	


人
︵
約

％
︶
で
し

30

た
︒
﹁
生
活
機
能
の
低
下
あ
り
﹂
と

判
定
さ
れ
た
方
が
︑
そ
の
後
約
�
年

間
に
要
介
護
認
定
を
受
け
た
割
合
は
︑

・
�
％
で
︑﹁
生
活
機
能
の
低
下
な

13し
﹂
と
判
定
さ
れ
た
方
の
お
よ
そ
�

倍
で
す
︒
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
っ

て
︑
要
介
護
に
な
る
危
険
性
を
早
期

に
発
見
で
き
ま
す
︒

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
で
身
体
機
能
が

向
上生

活
機
能
の
低
下
が
な
い
方
は
維

持
・
向
上
の
た
め
の
﹁
一
次
予
防
プ

ロ
グ
ラ
ム
﹂
︑
低
下
が
あ
る
方
は
回

復
を
図
る
﹁
二
次
予
防
プ
ロ
グ
ラ

ム
﹂
を
︑
高
齢
者
施
設
な
ど
区
内
約

か
所
で
︑
実
施
し
て
い
ま
す
︒

30
二
次
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
︑
筋

力
︑
バ
ラ
ン
ス
能
力
︑
歩
行
速
度
な

ど
�
種
類
の
体
力
測
定
を
行
い
ま
す
︒

昨
年
度
は
︑
約
�
割
の
方
に
改
善
が

み
ら
れ
ま
し
た
︒
ま
た
︑
改
善
が
特

に
優
秀
な
方
を
認
定
す
る
制
度
も
あ

り
ま
す
︒
こ
の
ほ
か
︑
﹁
外
出
の
回

数
が
増
え
た
﹂
﹁
気
持
ち
が
明
る
く

な
っ
た
﹂
な
ど
︑
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

を
実
感
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
︒

長
寿
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
長
寿
サ

ポ
ー
ト
が
支
援

お
住
ま
い
の
地
域
を
担
当
す
る
長

寿
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
長
寿
サ
ポ

ー
ト
で
は
︑
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
判

定
結
果
に
基
づ
く
介
護
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
ご
提
案
や
参
加
手
続
き
︑
日

常
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
︒
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
対

応
し
ま
す
の
で
︑
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
︒

▢問
介
護
予
防
ダ
イ
ヤ
ル
︵
高
齢
者

支
援
課
内
︶☎

(
�
�
�
	
)


�
�
�

｢何歳になってもいきいきとしていたい。｣そのためには、定期的な

運動や栄養面の配慮など、介護予防に取り組むことが必要です。区は、

5／28(水)、65歳以上の対象者(約8万6千人)に日常生活を自力で営む｢生

活機能｣を把握できるチェックリストを郵送します。いつまでも元気

でいるため、ぜひ介護予防に取り組んでください。

ステップ1 チェックリストを記入

(5/28(水)発送)

ステップ2 返信用封筒に入れ投函

(6/20(金)締切)

生活機能の低下なし

どなたでも参加で

きる一次予防プロ

グラム、ご自身で

の取り組み、地域

での活動など

二次予防
プログラムの対象

二次予防プログラ

ムに参加して生活

機能の低下を改善

ステップ3 結果を確認する

(8/6(水)発送予定)

いきいきチェックリスト実施の流れ

5／1から、区立の全小・中学校において｢学びスタンダード強化

講師｣を配置し、よりきめ細やかな学習指導に取り組んでいます。

小学校では、国語・算数・体育、中学校では国語・数学・英

語の中から学校の計画に沿って講師を配置しています。区では、

小・中学生に必ず身に付けさせる内容を｢こうとう学びスタン

ダード｣としてまとめ、平成25年度からは｢学び方｣｢体力｣｢算数｣

のスタンダード、平成26年度からは｢国語｣｢数学｣｢英語｣のスタ

ンダードの取り組みを始めています。

丁寧な個別指導で確かな学びを

ある小学校では、講師を算数の少人数学習指導に加えて、さ

らに丁寧な個別指導を行っており、こどもたちからは、｢分から

ないことをすぐ聞くことができる｣等、好評です。

それぞれのスタンダードを確実に身に付けるため、そしてこ

どもたちの学力を高めていくために、さらに指導の充実を図っ

ていきます。

▢問 学校支援課学校支援係☎3647-9307

▲一人一人の「わかった！できた！」を大切にします。

※切手不要

「なれたらエアロ」/グランチャ東雲
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区
で
は
︑
東
京
税
理
士
会
江
東
西

支
部
の
協
力
を
得
て
︑
中
小
企
業
経

営
者
を
対
象
と
し
た
﹁
税
務
相
談
﹂

を
�
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
︒
経
営

上
の
税
務
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
・
問
題
︵
記
帳
︑
経
理
︑
税
務
︑

事
業
承
継
に
係
る
税
制
や
消
費
税
対

策
な
ど
︶
に
つ
い
て
︑
東
京
税
理
士

会
江
東
西
支
部
に
所
属
す
る
税
理
士

が
相
談
に
応
じ
ま
す
︒
相
談
は
全
て

予
約
制
と
な
り
ま
す
︒
相
談
を
希
望

す
る
日
の
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
︒

▢時
第
�
・
�
水
曜
︵
年
末
年
始
・

平
成

年
�
月

日
︑
�
月
�
日
・

27

18

日
を
除
く
︶
﹇
相
談
時
間
﹈
午
前

18

10

時
～
︑

時
～
︑
午
後
�
時
～
︑
�

11

時
～
︵
各

分
以
内
︶

50

▢場
経
済
課
融
資
相
談
係
経
営
相
談

室
︵
区
役
所
�
階

番
︶

30

▢人
区
内
中
小
企
業
経
営
者
の
方

▢費
無
料

▢申
電
話
で
経
済
課
融
資
相
談
係

☎
(
�


�
�
)
�
�
�
�

胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診
の
受
付
を

開
始
し
ま
す
︒
検
診
は
︑
①
区
内
に

配
車
す
る
検
診
車
で
受
診
す
る
方
法

と
︑
②
直
接
検
診
機
関
に
行
っ
て
受

診
す
る
方
法
の
�
通
り
あ
り
ま
す
︒

区
内
�
か
所
で
行
う
検
診
車
の
検
査

を
ご
希
望
の
方
は
郵
送
で
︑
検
診
機

関
で
検
査
を
ご
希
望
の
方
は
直
接
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
︒
ま
た
︑

平
成

年
度
か
ら
す
べ
て
の
が
ん
検

25

診
事
業
に
利
用
者
一
部
負
担
金
を
導

入
し
ま
し
た
︒
費
用
は
︑
胃
が
ん
�





円
︑
肺
が
ん
�




円
で
す
︒

な
お
︑
妊
娠
中
の
方
︵
可
能
性
の

あ
る
方
を
含
む
︶
︑
胃
の
手
術
を
し

た
方
︑
胃
・
十
二
指
腸
ま
た
は
肺
の

疾
患
に
よ
り
治
療
中
・
経
過
観
察
中

の
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
︒
ま
た
︑

最
近
�
年
以
内
に
同
様
の
検
診
を
受

け
た
方
︑
勤
務
先
等
で
受
診
で
き
る

方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
︒

江
東
区
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で

～

歳
の
方
に
は
︑


月
中
旬
に

40

60

お
送
り
す
る
健
康
診
査
の
通
知
に

﹁
胃
・
肺
が
ん
検
診
の
申
込
は
が
き
﹂

を
同
封
し
ま
す
︒

今
回
の
検
診
で
精
密
検
査
が
必
要

と
な
っ
た
場
合
︑
精
密
検
査
は
保
険

診
療
︵
有
料
︶
と
な
り
ま
す
︒

﹇
対
象
・
検
診
項
目
﹈
別
表
�
の
と
お

り
﹇
申
込
方
法
︵
胃
が
ん
・
肺
が
ん
共

通
︶
﹈

検
診
車
に
よ
る
検
診
(
郵
送
申
込
)

▢時

▢場
別
表
�
の
と
お
り

▢申


月
�
日
︵
日
︶
か
ら
図
書
館
︑

文
化
セ
ン
タ
ー
︑
福
祉
会
館
等
で
配

布
︑


月
�
日
︵
月
︶
か
ら
保
健
所
︑

保
健
相
談
所
︑
区
役
所
�
階
庁
舎
案



月
�
日
︵
水
︶
～

日
︵
火
︶
は
︑

10

歯
と
口
の
健
康
週
間
で
す
︒
期
間
中
︑

講
演
会
や
歯
科
医
師
に
よ
る
相
談
な

ど
を
行
い
ま
す
︒
ま
た
︑
区
立
小
学

校
の
児
童
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

し
︑
歯
と
口
に
対
す
る
健
康
を
広
く

呼
び
か
け
ま
す
︒

歯
と
口
の
健
康
週
間
特
別
講
演
会

▢時


月
�
日
︵
木
︶
午
後
�
時
～

�

時

分

▢場
深
川
江
戸
資
料
館

45

小
劇
場
︵
白
河
�
︱

�
︱

︶

▢人

28

幼
児
～
中
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を

お
持
ち
の
保
護
者
︑
そ
の
他
希
望
す

る
区
民
の
方
�




人
︵
先
着
順
︶

▢費
無
料

﹇
演
題
﹈
大
規
模
災
害
と
こ
ど
も
た
ち

の
健
康
づ
く
り
～
東
日
本
大
震
災
支

援
活
動
の
経
験
か
ら
～

▢師
飯
田
良
平
︵
鶴
見
大
学
歯
学
部

高
齢
者
歯
科
学
講
座
助
教
︶

▢申
当
日
直
接
会
場
へ

歯
と
口
の
健
康
週
間
ポ
ス
タ
ー

﹁
歯
と
口
の
健
康
週
間
﹂
の
ポ
ス

タ
ー
は
︑
毎
年
︑
区
立
小
学
校
に
協

力
を
依
頼
し
︑
児
童
の
応
募
作
品
の

中
か
ら
選
ば
れ
ま
す
︒

今
年
の
ポ
ス
タ
ー
は
第
六
砂
町
小

学
校
の
張
谷
光
さ
ん
の
作
品
で
期
間

中
は
区
内
の
掲
示
板
な
ど
に
掲
示
し

ま
す
︒

歯
科
医
師
に
よ
る
相
談
コ
ー
ナ
ー

﹇
深
川
地
区
﹈
▢時


月
�
日
︵
日
︶

午
前

時
～
午
後
�
時

▢場
イ
ト
ー

11

ヨ
ー
カ
ド
ー
木
場
店
︵
木
場
�
︱

�

︱

︶
30

﹇
城
東
地
区
﹈
▢時


月
�
日
︵
日
︶

午
前

時
～
午
後
�
時

▢場
ア
リ
オ

11

北
砂
�
階
ア
ク
ア
コ
ー
ト
︵
北
砂
�

︱

︱

�
︶
※
い
ず
れ
も

▢内
歯
と

17
口
の
健
康
に
関
す
る
相
談
お
よ
び
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト

歯
と
口
の
無
料
健
康
相
談

歯
と
口
の
健
康
週
間
の
期
間
中
︑

区
内
の
歯
科
医
院
︵
江
東
区
歯
科
医

師
会
加
入
の
医
療
機
関
︶
で
は
︑
歯

の
無
料
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
︒
希

望
さ
れ
る
方
は
︑
お
近
く
の
歯
科
医

院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
︵
電
話
で
の

相
談
は
行
い
ま
せ
ん
︶
︒

ま
た
︑
区
内
の
小
・
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
お
よ
び
幼
稚
園
・
保
育
園

児
を
対
象
に
︑
各
校
︵
園
︶
で
歯
科

医
師
に
よ
る
歯
科
健
康
指
導
も
行
い

ま
す
︒

▢問
保
健
所
健
康
推
進
課
歯
科
衛
生

担
当

☎
(
�


�
�
)
�
�
�
�

各
保
健
相
談
所
で
は
神
経
内
科
の

医
師
と
理
学
療
法
士
に
よ
る
個
別
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

○
﹁
歩
き
方
が
お
か
し
い
﹂
﹁
転
び
や

す
い
﹂
﹁
手
が
震
え
る
﹂
な
ど
の

症
状
が
あ
る

○
診
断
が
つ
き
治
療
を
し
て
い
る
が

生
活
や
療
養
の
仕
方
が
知
り
た
い

○
病
気
や
薬
の
こ
と
を
知
り
た
い

○
家
で
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
の
方
法
を

知
り
た
い

こ
の
よ
う
な
時
に
は
保
健
相
談
所

の
難
病
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒

▢申
住
所
地
を
管
轄
す
る
各
保
健
相

談
所
へ
︵
予
約
制
︶

▢問
城
東
保
健
相
談
所

☎
(
�


�
�
)


�
�
�

城
東
南
部
保
健
相
談
所

☎
(
�






)
�




�

深
川
保
健
相
談
所

☎
(
�


�
�
)
�
�
�
�

深
川
南
部
保
健
相
談
所

☎
(
�


�
�
)
�
�
�
�

内
・
こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
︑

出
張
所
な
ど
区
施
設
で
配
布
す
る

﹁
胃
・
肺
が
ん
検
診
の
ご
案
内
﹂
所

定
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

郵
送

※
土
・
日
曜
等
各
施
設
の
休
館
日
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
︒
検
診
日
の
指
定

は
で
き
ま
せ
ん
︒
申
込
・
検
診
期
間

は
�
回
に
分
け
て
い
ま
す
︒

検
診
機
関
に
よ
る
検
診
(
電
話
申
込
)

希
望
す
る
検
診
機
関
に
直
接
電
話

で
予
約
し
ま
す
︒


月
�
日
︵
月
︶

か
ら
平
成

年
�
月
ま
で
︑
毎
月
翌

27

月
分
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
︒

﹇
検
診
期
間
﹈
�
月
～
平
成

年
�
月

27

▢場
別
表
�
の
と
お
り
︵
�
か
所
︶

▢申


月
�
日
︵
月
︶
か
ら
受
診
を

希
望
す
る
検
診
機
関
に
直
接
電
話

︵
翌
月
分
の
予
約
︶

※
電
話
予
約
の
際
に
﹁
江
東
区
の
胃

が
ん
︵
肺
が
ん
︶
検
診
の
予
約
で
す
﹂

と
伝
え
て
く
だ
さ
い
︒

※
喫
煙
さ
れ
て
い
る
方
お
よ
び
せ
き

・
痰
の
症
状
を
繰
り
返
し
て
い
る
方

は
︑
肺
が
ん
検
診
予
約
時
に
﹁
喀
痰

検
査
﹂
の
申
込
が
で
き
ま
す
︒

※
申
込
後
︑
確
認
の
通
知
が
検
診
機

関
か
ら
届
き
ま
す
︒
指
定
さ
れ
た
日

時
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
︒

▢問
保
健
所
健
康
推
進
課
健
康
づ
く

り
係

☎
(
�


�
�
)
�
�
�
�

℻

(
�


�
�
)
�
�
�
�

［佳作］ 植田 知寛さん
(第一大島小6年)

※学年は昨年度のものです。

［佳作］ 堀内 恵都さん
(平久小5年)

［入選］ 張谷 光さん
(第六砂町小5年)

対象者と検診項目および自己負担金 (別表1)

問診

胸部Ｘ線直接撮影

喀痰検査(該当す

る方のみ)

800円

(受診時にお

支払いくだ

さい)

肺がん

※平成25年度住民税非課税者、生活保護受給者等は免除

問診

胃部Ｘ線間接撮影

バリウム使用

500円

(受診時にお

支払いくだ

さい)

胃がん

検診項目自己負担金※検診名

40歳以上の区民

の方(昭和50年3

／31以前に生ま

れた方)

35歳以上の区民

の方(昭和55年3

／31以前に生ま

れた方)

対象者

検診車による検診(郵送申込) (別表2)

7／1(火)〜

9／30(火)

6／1(日)

〜30(月)
第1回

検診期間申込期間申込回

①総合区民センター

(大島4-5-1)

②健康センター

(東陽2-1-1)

③深川南部保健相談所

［平日のみ］

(枝川1-8-15-102)

検診会場(3か所)

平成27年1／5(月)

〜2／28(土)

12／1(月)

〜31(水)
第3回

10／1(水)〜

12／26(金)

9／1(月)

〜30(火)
第2回

検診機関による検診（電話申込） (別表3)

東京メトロ市ヶ谷駅5・6番
出口徒歩2分

JR・都営新宿線市ヶ谷駅
徒歩5分

交通機関

(公財)東京都予防医学協会
(新宿区市谷砂土原町1-2)

検診機関
および会
場

東京メトロ・都営大江戸線
飯田橋駅A2出口徒歩1分

JR飯田橋駅東口徒歩1分

(医社)こころとからだの元
氣プラザ
(千代田区飯田橋3-6-5)

電話番号

8：30〜
17：00

［月〜金曜］

9：00〜
17：00

［月〜金曜］
予約受付
時 間 9：00〜

12：00
［第1・3・5土曜］

☎5823-5166☎3269-4752
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凡

例

▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金に関するお問い合わせは、相談窓口またはコールセンターへ［相談窓口開設場所］江東区文化センター2階(東陽
4-11-3)▢問コールセンター☎3647-4596(いずれも月〜金曜の9：00〜17：15※祝日は除く)

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
︑
介
護
老

人
保
健
施
設
︑
介
護
療
養
型
医
療
施

設
お
よ
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
居
住

費
︵
滞
在
費
︶
と
食
費
に
つ
い
て
︑

所
得
の
低
い
世
帯
の
方
の
負
担
が
重

く
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
︑
次

の
よ
う
な
負
担
軽
減
を
行
っ
て
い
ま

す
︒

利
用
者
負
担
段
階
を
�
つ
に
区
分

世
帯
の
課
税
状
況
や
本
人
の
収
入

額
な
ど
か
ら
︑
利
用
者
の
負
担
は
�

段
階
に
区
分
さ
れ
ま
す
︵
表
�
︶
︒

利
用
者
負
担
段
階
が
第
�
段
階
か

ら
第
�
段
階
の
方
に
は
負
担
限
度
額

が
決
め
ら
れ
て
お
り
︑
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
等
に
入
所
し
た
際
の
居
住

費
︵
滞
在
費
)
・
食
費
の
利
用
者
負

担
は
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
︒
第

�
段
階
の
方
は
︑
利
用
者
と
施
設
と

の
契
約
に
よ
り
金
額
が
定
め
ら
れ
ま

す
︵
表
�
︶
︒
ま
た
︑
高
額
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
の
自
己
負
担
上
限
額
も
利

用
者
負
担
段
階
に
準
じ
て
定
め
ら
れ

ま
す
︵
表
�
︶
︒

軽
減
に
は
申
請
が
必
要

第
�
段
階
か
ら
第
�
段
階
の
方
が

軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
︑
申
請
に

よ
り
発
行
さ
れ
る
﹁
介
護
保
険
負
担

限
度
額
認
定
証
﹂
を
︑
施
設
お
よ
び

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
事
業
者
に
提
示

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
︒
す
で
に
認

定
証
を
お
持
ち
の
方
に
は
︑
�
月
下

旬
に
更
新
の
た
め
の
申
請
書
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
︑
手
続
き
を
忘
れ
ず

に
お
願
い
し
ま
す
︒
初
め
て
申
請
を

行
う
方
は
︑
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
︒▢問

介
護
保
険
課
給
付
係

☎
(
�
�
�


)
�
�
�
�

高
齢
の
家
族
の
介
護
の
た
め
に
退

職
す
る
﹁
介
護
離
職
﹂
が
社
会
問
題

と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
︒
講
座
で
は
︑

介
護
を
始
め
る
際
に
利
用
で
き
る
制

度
や
サ
ー
ビ
ス
を
知
り
︑
別
居
・
同

居
に
か
か
わ
ら
ず
︑
家
族
の
介
護
と

仕
事
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の
ヒ
ン
ト

を
実
例
を
ま
じ
え
て
学
び
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
土
︶
午
前

時
～

28

10

正
午

▢場
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
︵
扇
橋
�
︱

︱

�
パ
ル
シ
テ

22

ィ
江
東
内
︶

▢人
仕
事
と
介
護
を
両

立
さ
せ
た
い
方

人
︵
抽
選
︶

▢費

30

無
料

▢師
太
田
差
惠
子
︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
パ
オ
ッ
コ
︵
離
れ
て
暮
ら
す
親
の

ケ
ア
を
考
え
る
会
︶
理
事
長
︶

▢保

幼
児
︵
�
歳
�
か
月
～
就
学
前
︶
10

人
程
度
︵
無
料
・
申
込
時
要
予
約
︶

▢締
�
月

日
︵
火
︶
必
着

10

▢申
�
月

日
︵
日
︶
か
ら
電
話
︑

25

窓
口
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
︑
は
が
き
に

①
講
座
名
②
氏
名
・
ふ
り
が
な
③
生

ま
れ
年
④
性
別
⑤
郵
便
番
号
・
住
所

⑥
電
話
番
号
⑦
フ
ァ
ク
ス
番
号
⑧
保

育
希
望
の
有
無
︵
希
望
の
場
合
は
①

お
子
さ
ん
の
氏
名
・
ふ
り
が
な
②
生

年
月
日
③
性
別
④
さ
く
ら
ん
ぼ
保
育

室
利
用
経
験
の
有
無
︶
を
記
入
し
︑

〒

︱

扇
橋
�
︱

︱

�
男
女
共

135

0011

22

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
へ
※
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
で
き
ま
す

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻

(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

育
児
の
手
助
け
が
必
要
な
方
︵
生

後

日
～
小
学
校
�
年
生
ま
で
の
児

57
童
の
保
護
者
︶
を
援
助
し
て
く
だ
さ

る
協
力
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
︒

﹇
活
動
内
容
﹈
協
力
会
員
の
自
宅
を
利

用
し
て
の
一
時
預
か
り
︑
保
育
園
・

幼
稚
園
へ
の
送
迎
︑
そ
の
後
の
預
か

り
な
ど

﹇
活
動
時
間
﹈
午
前


時
～
午
後

時
10

︵
協
力
可
能
な
時
間
内
で
実
施
︶

﹇
登
録
要
件
﹈
区
内
在
住
で
︑

歳
以

20

上
の
心
身
と
も
に
健
康
な
方
︒
資
格

・
経
験
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

﹇
謝
礼
金
﹈
活
動
時
間
・
曜
日
に
よ
り

�
時
間
�
�
�
円
ま
た
は
�
︑
�
�

�
円

﹇
協
力
会
員
登
録
養
成
講
座
︵
要
予

約
︶
﹈

▢時
�
月

日
︵
火
︶
午
前

17

10

時
～
午
後
�
時

分

▢場
豊
洲
区
民

40

館
洋
室
︵
豊
洲
�
︱

�
︱

�
︱

�
�

�
︶

▢人

人
︵
申
込
順
︶

30

▢申
�
月

日
︵
月
︶
か
ら
電
話
で

26

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
事
務
局
︵
社
会
福
祉
協
議
会
内
︶

☎
(
�
�
�
�
)
�
�


�

※
利
用
会
員
登
録
説
明
会
も
開
催
し

て
い
ま
す
︵
毎
月
�

回
開
催
︶
︒
詳

細
は
︑
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
持
ち
︑

区
内
等
で
活
動
す
る
学
習
団
体
の
活

動
発
表
︑
区
民
交
流
の
場
で
す
︒
多

角
的
に
男
女
共
同
参
画
を
取
り
上
げ
︑

考
え
て
い
き
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
日
︶
午
前

時
～

22

10

午
後
�
時

▢場
男
女
共
同
参
画
推
進

セ
ン
タ
ー
︵
扇
橋
�
︱

︱

�
パ
ル

22

シ
テ
ィ
江
東
内
︶

▢人
ど
な
た
で
も

▢費
入
場
無
料
︵
一
部
材
料
費
等
参

加
費
あ
り
︶

▢内
下
表
の
と
お
り

▢保
幼
児
︵
�

歳
�

か
月
～
就
学

前
︶
︵
無
料
・
申
込
順
︒
�

月

日
12

︵
木
︶
ま
で
に
要
予
約
︶

▢申
�
月

日
︵
日
︶
午
前
�
時
か

25

ら
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
に

電
話
ま
た
は
窓
口
で

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

※
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
で

き
ま
す

表1 利用者負担段階の区分

●住民税世帯非課税で、本人の合計所得金額と課税年
金収入額の合計額が80万円以下の方

第2段階

●住民税世帯非課税で老齢福祉年金を受給している方
●生活保護を受給している方

第1段階

対象者
利用者
負担段階

●上記第1段階〜第3段階以外の方
●住民税が課税されている方
●本人は住民税非課税であるが、同じ世帯内に住民税
課税者がいる方

第4段階

●住民税世帯非課税で、本人の合計所得金額と課税年
金収入額の合計額が80万円を超える方

第3段階

※( )内は特別養護老人ホームに入所または短期入所生活介護を利用
した場合の従来型個室の額

表2 利用者負担限度額の区分

490円820円第2段階

490円820円第1段階

居住費(日額)
利用者
負担段階

負担限度額はありません(金額は施設との契約によります)。第4段階

490円
(420円)

490円
(320円)

320円

0円

320円
1,310円
(820円)

1,310円1,310円第3段階 650円

390円

300円

食費
(日額)多床室

(相部屋)
従来型
個室

ユニット型
準個室

ユニット型
個室

表3 高額介護サービス費の自己負
担上限額(月額)

個人で15,000円第1段階

自己負担上限額
利用者
負担段階

世帯で37,200円第4段階

個人で15,000円第2段階

世帯で24,600円第3段階

展示［特別企画］みんなで創ろう言葉の樹

男女共同参画フォーラムプログラム(入場無料、一部材料費等参加費あり)

［講演会］相手を信頼・尊重し、自分の人生をワクワク楽しむ生き方講座

▢師 八坂貴宏(office. YASAKA代表)

10：00〜
12：00

企画名時間

20人

定員

［講演会］北欧のコーヒータイムから 北欧の暮らし 北欧女性の私ら
しい生き方▢費 300円(コーヒーとお茶菓子代)▢師 森百合子(「北欧のお
いしい話」「コーヒーとパン好きのための北欧ガイド」著者)

20人
［講演会］病気や障がいのあるこどもたちも、元気ハツラツなこどもた
ちも地域社会で笑顔で生きるために▢師 ð原久子(和光市みなみ子育
て支援センター施設長・臨床発達心理士)

30人
［ワークショップ］HOSPITALITY For Foreigners 外国人へのお・も
・て・な・し〜誰でもなれる英語ボランティア〜▢師 石井良三(リーガ
ルサポートサービス㈱代表取締役・日本学生協会基金同窓会事務局長)

100人
［ワークショップ］心に効くマンガパワー 〜主夫マンガ家米田達郎氏
と考える理想のワーク・ライフ・バランス〜▢師 米田達郎(漫画家)

［参加型イベント］こうとうthatʼsエンターテイメント‼▢師 志田明子
(東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団楽団長 (一財)東京シティ
・フィル財団代表理事)他4人

20人(こども
同伴不可)

［講演会］江戸の循環型社会と今▢師 櫻井由幾(女性史研究家)

13：00〜
15：00

30人

40人
［講演会］スマホ、ライン、ネットいじめ〜ネット社会で子どもを守る！

▢師 須永祐慈(NPO法人ストップいじめ！ナビ事務局長)

20人(こども
同伴不可)

［講演会］認知症サポーターになろう！〜自分のできる範囲で認知症の
人や家族を応援〜▢師 古谷明子(保健師)、豊田貴子(深川長屋理事)

32人
［体験教室］老化を遅らせる薬膳▢費 500円(食材材料費)▢師 熊木倫代
(国際薬膳調理師)

100人

東日本大震災の被災者への義援金ありがとうございました
―義援金受付は平成27年3/31(火)まで再度延長―

地域振興係および出張所窓口に寄せ
られた義援金の総計は3／31までに598
件、総額1億3,161万8,904円になりま
した。区報掲載にてお礼とご報告に代
えさせていただきます。今回、平成25
年10／1から平成26年3／31までに寄せら
れた義援金の中で、掲載の了承をいた
だいた方の個人名・団体名を掲載させ
ていただきます。
なお、義援金の受付は、平成27年3／

31(火)までに再度延長されました。4
月以降にいただきました義援金は岩手
・宮城・福島・茨城の4県で被災された

方々に配分されます。地域振興課(区
役所4階26番)および各出張所地域振興
担当で受け付けているほか、郵便局か
らの口座振替もご利用できます。引き
続きご協力をお願いします。
［口座番号］00140-8-507［口座名義］日
本赤十字社東日本大震災義援金※通信
欄に｢東日本大震災義援金｣と必ず記入
してください。

▢問 日本赤十字社東京都支部江東区地
区(区役所地域振興課地域振興係内)☎
3647-4962

(敬称略・受付順)※掲載にご了承いただいた方のみ記載しています。
▶江東区民まつり中央実行委員会1,809円▶東京原木協同組合70,000円▶東京都
自動車整備振興会江東支部36,690円▶豊洲1・2・3丁目地域連合会219,487円▶江
東シーサイドマラソン大会実行委員会5,653円▶(公社)江東西青色申告会女性部
17,680円▶細川民族舞踊研究所細川千光29,690円▶るーくる6,459円▶明治安田
生命保険相互会社契約部2,866円▶第三砂町小学校90,000円



4平成26年(2014年)�月21日
江東区ホームページ http://www.city.koto.lg.jp
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有关生活信息请査阅江东区主页。其刊载内容能用翻译软件同时阅览。

코토구(江東區) 홈페이지의 게재 정보는 동시 번역으로 보실 수 있습니다. 생활을 위한 정보등은 이쪽을 봐 주십시오.

地域で活動する団体のイベント・活動情報などが集まるポータルサイトです。情報収集・発信の場としてご活用下さい。

［パソコンから］http://kotocommu.net/

［携帯電話から］http://genki365.net/gnkk22/i/(右記の二次元コードからも入れます)▢問区民協働推進担当☎3647-8570

管
理
組
合
と
は
︑
マ
ン
シ
ョ
ン
の

共
用
部
分
を
適
切
に
維
持
・
管
理
す

る
な
ど
︑
皆
さ
ん
が
共
同
所
有
す
る

マ
ン
シ
ョ
ン
を
末
永
く
良
好
な
状
態

に
保
ち
︑
大
切
な
資
産
と
し
て
の
価

値
を
維
持
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

業
務
を
行
う
組
織
で
す
︒
初
め
て
管

理
組
合
の
理
事
に
な
る
方
を
対
象
に
︑

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
役
割
︑
理

事
の
仕
事
︑
外
壁
等
の
修
繕
︑
給
排

水
や
エ
レ
ベ
ー
タ
な
ど
設
備
面
の
基

礎
を
学
び
ま
す
︒

▢時
�
月
�
日
・

日
︵
土
曜
全
�

14

回
︶
午
後
�
時
半
～
�
時
半
︵
受
付

は
午
後
�
時
～
︶

▢場
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
�
階
第

�
・
�
会
議
室
︵
東
陽
�
︱

︱

	
︶

11

▢人
区
内
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組

合
の
理
事
に
初
め
て
な
る
方
等
で
�

日
と
も
参
加
で
き
る
方

人
︵
申
込

30

順
︶▢費

無
料

▢内
講
演
﹁
組
合
運
営
の
基
礎
・
管

理
会
社
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
﹂

︵
初
日
︶
︑
﹁
理
事
が
知
っ
て
お
く
べ

き
維
持
管
理
の
基
礎
﹂
︵
�
日
目
︶

︵
両
日
と
も
各
テ
ー
マ
に
応
じ
た
模

擬
会
を
開
催
︶

▢師
首
都
圏
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会

会
員▢締

�
月
�
日
︵
水
︶
※
定
員
に
な

り
し
だ
い
終
了

▢申


月

日
︵
月
︶
か
ら
住
宅
課

26

住
宅
指
導
係
︵
区
役
所


階
�
番
︶

に
電
話
ま
た
は
窓
口
で

☎
(
	
�
�
�
)
�
�
�
	

芭
蕉
生
誕
	
�
�
年
を
記
念
し
︑

俳
文
学
会
東
京
研
究
例
会
の
公
開
講

座
を
開
催
し
ま
す
︒
同
会
は
︑
芭
蕉

研
究
を
は
じ
め
と
す
る
俳
文
学
の
研

究
者
で
構
成
さ
れ
た
学
術
団
体
で
す
︒

﹁
芭
蕉
生
誕
	
�
�
年
﹂
と
題
し
た
︑

公
開
講
座
を
聴
講
で
き
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
土
︶
午
後
�
時
～

21

�
時
半

▢場
深
川
江
戸
資
料
館
レ
ク
ホ
ー
ル

︵
白
河
�
︱

	
︱

︶

▢人

人
︵
抽

28

40

選
︶

▢費
無
料

▢内
第
一
部
﹁
﹃
お
く

の
ほ
そ
道
﹄
の
注
釈
と
漢
詩
文
﹂
︑

第
二
部
﹁
求
道
の
終
着
地
︱

長
明
・

兼
好
・
芭
蕉
︱

﹂

▢師
塚
越
義
幸
︵
國

學
院
大
学
栃
木
短
期
大
学
教
授
︶
︑

谷
地
快
一
︵
東
洋
大
学
教
授
︶

▢締
�
月

日
︵
火
︶
必
着

10

▢申
往
復
は
が
き
︵
�
人
�
枚
︶
に

①
俳
文
学
会
公
開
講
座
﹁
芭
蕉
生
誕

	
�
�
年
﹂
②
郵
便
番
号
・
住
所
③

氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
︑
〒
135

︱

常
盤
�
︱

�
︱

	
芭
蕉
記
念
館

0006
へ
郵
送

☎
(
	
�
	
�
)
�
�
�
�

芭
蕉
の
遺
徳
を
し
の
ぶ
︑
時
雨
忌

全
国
俳
句
大
会
の
作
品
を
募
集
し
ま

す
︒

﹇
投
句
﹈
�
句
�
組
︵
兼
題

芭
蕉
を

偲
ぶ
句
�
句
・
雑
詠
�
句
︶
未
発
表

作
品
に
限
る
︒
何
組
で
も
可

﹇
投
句
料
﹈
�
句
�
組
�
︑
�
�
�
円

︵
大
会
句
集
お
よ
び
送
料
︶
※
定
額

小
為
替
ま
た
は
現
金
書
留
の
み
︵
切

手
不
可
︶
︒
領
収
書
は
大
会
句
集
に

同
封
し
ま
す
︒

﹇
選
者
﹈
有
馬
朗
人
・
池
田
澄
子
・
伊

藤
敬
子
・
稲
畑
廣
太
郎
・
大
木
あ
ま

り
・
小
川
軽
舟
・
�
桃
子
・
西
村
和

子
・
長
谷
川
櫂
・
宮
坂
静
生
︵

音
50

順
・
敬
称
略
︶

﹇
賞
﹈
時
雨
忌
賞
・
芭
蕉
記
念
館
賞
各

�
人
に
賞
状
お
よ
び
記
念
品
︒
時
雨

忌
賞
は
�
年
間
館
内
に
掲
示
︒
各
選

者
に
よ
る
特
選
	
句
に
賞
状
お
よ
び

Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б
Б記

念
品
︒
各
選
者
に
よ
る
入
選

句
10

に
賞
状
︒
各
選
者
に
よ
る
選
外
佳
作

句
︵
大
会
句
集
掲
載
の
み
︶
︒

20
﹇
発
表
﹈
�
月
末
日
ま
で
に
入
賞
者
に

直
接
通
知

﹇
授
賞
式
﹈

月

日
︵
月
・
祝
︶
午

10

13

後
�
時
半
か
ら
芭
蕉
記
念
館
で

﹇
注
意
事
項
﹈
類
句
︑
類
想
句
︑
二
重

投
稿
︵
句
会
報
・
結
社
誌
・
大
会
句

集
・
新
聞
・
雑
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
︑
本
大
会
へ
の
投
句
以
前
に
既

に
投
句
さ
れ
た
も
の
︶
に
つ
い
て
は
︑

賞
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

応
募
作
品
の
著
作
権
お
よ
び
派
生
す

る
す
べ
て
の
権
利
は
主
催
者
に
帰
属

し
ま
す
︒
応
募
者
は
︑
著
作
者
人
格

権
︵
公
表
権
︑
氏
名
表
示
権
︑
同
一

性
保
持
権
︶
を
行
使
し
な
い
も
の
と

し
ま
す
︒

▢締
�
月

日
︵
木
︶
必
着

31

﹇
投
句
方
法
﹈
①
規
定
用
紙
︵
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
︶
ま

た
は
�
�
�
字
詰
原
稿
用
紙
︵
Ｂ



判
︶
に
楷
書
で
︑
作
品
︑
郵
便
番
号
︑

住
所
︑
氏
名
︑
俳
号
︵
各
ふ
り
が
な
︶

年
齢
︑
性
別
︑
電
話
番
号
を
記
入
し
︑

〒

︱

常
盤
�
︱

�
︱

	
芭
蕉
記

135

0006

念
館
へ

☎
(
	
�
	
�
)
�
�
�
�

▲芭蕉庵史跡展望庭園にある芭蕉の座像

区
で
は
︑
夏
の
期
間
区
民
海
の
家

お
よ
び
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
海

の
家
を
開
設
し
ま
す
︒

区
民
海
の
家

区
民
海
の
家

﹇
利
用
概
要
﹈
下
表
の
と
お
り

○
岩
井
海
岸

民
宿
﹁
石
塚
﹂

﹇
住
所
﹈
千
葉
県
南
房
総
市
高
崎
�
	

	
�
﹇
交
通
﹈
Ｊ
Ｒ
内
房
線
﹁
岩
井
駅
﹂

下
車
徒
歩

分
15

○
千
倉
海
岸

民
宿
﹁
小
倉
ボ
タ
ン
﹂

﹇
住
所
﹈
千
葉
県
南
房
総
市
千
倉
町
北

朝
夷
�
�
�
�
︱

�
﹇
交
通
﹈
Ｊ
Ｒ
内

房
線
﹁
千
倉
駅
﹂
よ
り
日
東
バ
ス
安

房
白
浜
行
き
﹁
関
谷
病
院
前
﹂
下
車

徒
歩


分

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療

海
の
家

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療

海
の
家

﹇
利
用
概
要
﹈
下
表
の
と
お
り

○
勝
浦
海
岸
﹁
勝
浦
ホ
テ
ル
三
日
月
﹂

﹇
住
所
﹈
千
葉
県
勝
浦
市
墨
名
�
�
�

﹇
交
通
﹈
Ｊ
Ｒ
外
房
線
﹁
勝
浦
駅
﹂
下

車
︑
送
迎
バ
ス
で
�
分
﹇
定
員
﹈

人
10

︵
和
洋
室
�
畳
�
室
︶

○
御
宿
岩
和
田
海
岸
民
宿
﹁
き
は
ら
﹂

﹇
住
所
﹈
千
葉
県
夷
隅
郡
御
宿
町
岩
和

田
船
谷
�
�
�
︱

�
﹇
交
通
﹈
Ｊ
Ｒ
外

房
線
﹁
御
宿
駅
﹂
下
車
徒
歩

分
﹇
定

30

員
﹈

人
︵
�
畳
	
室
・
�
畳
�
室
︶

19

申
込
�
月
�
日
︵
日
︶
か
ら

﹇
申
込
方
法
﹈
区
民
海
の
家
︑
国
保
・

後
期
高
齢
者
医
療
海
の
家
と
も
に
専

用
の
往
復
は
が
き
に
宿
泊
希
望
の
施

設
・
希
望
日
等
を
記
入
し
︑
切
手
を

貼
り
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
︒

﹇
申
込
は
が
き
の
配
布
﹈
地
域
振
興
課

︵
区
役
所
�
階

番
※
区
民
海
の
家

26

の
み
︶
︑
医
療
保
険
課
︵
区
役
所
�

階
�
番
※
国
保
海
の
家
の
み
︶
︑
こ

う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
︵
区
役

所
�
階
︶
︑
各
出
張
所
・
図
書
館
・
文

化
セ
ン
タ
ー
・
福
祉
会
館
・
児
童
館

※
施
設
の
休
業
日
に
あ
た
る
場
合
は

翌
開
庁
・
開
館
日
か
ら
と
な
り
ま
す
︒

﹇
申
込
期
間
﹈
�
月
�
日
︵
日
︶
～
13

日
︵
金
︶
消
印
有
効

﹇
公
開
抽
選
﹈
�
月

日
︵
水
︶
午
前

18

時
か
ら
受
付
順
位
を
決
め
る
公
開

10抽
選
を
区
役
所
�
階
地
域
振
興
部
会

議
室
に
て
行
い
ま
す
︒
当
日
は
受
付

順
位
の
み
を
決
定
し
ま
す
︒

﹇
抽
選
結
果
﹈
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
※
同
一
の
方
が
複
数
申
込
み
を

し
た
場
合
は
す
べ
て
無
効
と
な
り
ま

す
︒

抽
選
後
の
空
室
申
込
は

�
月
�
日
︵
水
︶
か
ら

利
用
開
始
日
の
	
日
前
ま
で
に
委

託
会
社
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
︒

﹇
委
託
会
社
﹈

㈱
日
本
旅
行

平
日
︵
午
前

時
～
午
後


時
半
︶

10

：
新
宿
法
人
営
業
部

☎
(


	
�
�
)
	
�


�

土
・
日
曜
︑
祝
日
︵
午
前

時
半
～

10

午
後
�
時
︶
：
亀
戸
サ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
営
業
所

☎
(


�
�
�
)
�
�
�
�

﹇
区
民
海
の
家
の
問
合
先
﹈

地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

☎
(
	
�
�
�
)
�
�
�
�

﹇
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
海
の
家

の
問
合
先
﹈

医
療
保
険
課
医
療
保
健
係

☎
(
	
�
�
�
)
�


�
�

利用料金

海の家 利用概要

民宿「きはら」
4室／2〜19人

2泊3日以内
(7／2(水)以降
空室があれば
3泊4日以上も
可)
※2人以上(高
校生以下だけ
での利用は不
可)

2泊3日以内
※2人以上(高
校生以下だけ
での利用は不
可)

利用日数・人数

1人1泊2食付
3,100円(税込)
※5歳未満で食事・寝具不要時は無料

○区内在住者および同行
する3親等以内の親族

○区内在勤者および同行
する3親等以内の親族

○東日本大震災により区
内に避難されている方

7／19(土)〜8／25(月)
※8／24(日)宿泊分ま
で
［利用時間］
宿泊日の14：00から
帰る日の10：00まで

区民海の家
○岩井海岸
民宿「石塚」
○千倉海岸
民宿「小倉ボタン」

利用できる方利用期間・時間施設名

民宿｢石塚｣
5室／2〜25人
民宿｢小倉ボ
タン｣
3室／2〜10人

借上室数／定員

1人1泊2食付3,200円(税込)
※5歳未満で食事・寝具不要時は無料

｢勝浦ホテル
三日月｣
2室／2〜10人

①江東区の国保または後
期高齢者医療制度加入者
(代表者)と一緒に利用す
る区内在住の方
②区内在住者
(区内在住の方のみの利
用は7／2(水)から受付)
※抽選は①の方で保険料
の未納のない方が申込可

7／26(土)〜8／18(月)
※8／17(日)宿泊分ま
で
［利用時間］
宿泊日の15：00から
帰る日の10：00まで

国保・後期高齢者
医療海の家
○勝浦海岸
「勝浦ホテル三日
月」
○御宿岩和田海岸
民宿「きはら」

1人1泊2食付8,000円〜(税別)
※入湯税・スパ施設利用の際は、タ
オル代が別に必要です。
※特定日(8／9(土)〜8／17(日))は特
別料金

区では、区内の店舗で販売されてい

る食品や小中学校の給食用食材などに

含まれる放射性物質を検査しています。

4月は区内流通食品9サンプルと、給食

用食材は東雲小、明治小、第一大島小、

深川第一中の給食用食材各校5サンプ

ルの合計20サンプルを採取して検査を

行い、いずれも放射性セシウムは不検

出でした(検出下限値25ベクレル／kg)。

給食用食材は、使用する前日に検査を

行っています［小中学校についての問

合先］学務課給食保健係☎3647-9177

［その他測定全般に関する問合先］保健

所生活衛生課食の安全係☎3647-5812

※詳細は、区のホームページをご覧く

ださい。

食品中の放射性
物質の検査結果
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